
第４回WORK ! DIVERSITYカンファレンス
パネルディスカッション①

「⽣活困窮者⾃⽴⽀援法“就労準備⽀援事業” VS.
WORK! DIVERSITY“障害者就労⽀援横断化”」

【冒頭説明】

⾯⾼ 有作（博⼠、⼼理学）
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“就労準備⽀援事業” VS “障害者就労⽀援横断化”

• 就労準備⽀援：
Ø⾃治体、就労準備⽀援実施事業者、⽣活⾃
⽴⽀援センター等での聴き取り（２県11市
5区）

• WORK! DIVERSITY：
Ø福岡県でのモデル事業にオブザーバー参加
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多様な就労の⽀援が必要

⽇本財団WORK! DIVERSITYホームページより
https://work-diversity.com/ 3



⽣活困窮者でも、障害者でもある（ない）
•これまでの線引きがあてはまらない時代

にあるのではないか？
• ⽀援者の経験、勘、つて、頼りではない

か？
•重層的な⽀援展開が必要ではないか？
•無意識の偏⾒（先⼊観や思い込みによっ

て偏った⾒⽅）に取り組む必要があるの
ではないか？、「透明な排除」
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⽀援につながりにくい⼈への⽀援のあり⽅
【⽅法】
対象：
• コーディネート室
利⽤者156名
評価：
• WHOQOL26
• WHODAS2.0

INQUIRY: The Journal of Health Care Organization, Provision, and Financing
The quality of life of students with difficulties accessing support . Yusaku Omodaka & Takeshi Sato (in print)

【結果・考察】
• 全体として、同年代⼀般⼈⼝よりも低い
•障害の程度に応じて介⼊のポイントを検討する必要性

• QOLの構造が⼀般⼈⼝と異なる
Ø⼼理と環境が寄与

中等度：⾝体、⼼理 重度：社会的関係、環境

中等度までが医療・⼼理⽀援につながりやすい可能性
重度になると環境調整のニーズが加わる
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• 精神的健康が損なわれる
→障害⽔準が⾼まる

予防的な関わりや、⼆次的障害を防ぐ
⽀援環境の整備が重要
→早期からのアウトリーチなど
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統⼀的な評価・アセスメント
• KPSビジュアライズツールによる「⾒える化」

Ø段階ではなく同時
Ø⽇常⽣活⾃⽴、社会⽣活⾃⽴、就労⾃⽴

• 地域ごとの特徴（⽀援資源等）
• 主観的な適応、満⾜、の視点
• 取り組みの評価→政策評価
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地域におけるプラットフォームづくり
• 就労準備⽀援をおこなっている事業所同⼠や、その他、「働き

づらさを抱えている⼈々」を⽀援している⽀援者同⼠のつなが
りを深める仕組み
•地域を活性化
•意識の醸成
• 無意識の偏⾒への対応、接触仮説（Intergroup Contact 

Hypothesis）（Brown, R., & Hewstone, M., 2005）
Ø相⼿の集団的な特徴を意識しつつ接触した⽅が効果的
Ø集団的な属性を意識しつつ、個⼈的に親密な交流を持つ
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•これまでの線引きがあてはまらない時代
にあるのではないか？
• ⽀援者の経験、勘、つて、頼りではない

か？
•重層的な⽀援展開が必要ではないか？
•無意識の偏⾒（先⼊観や思い込みによっ

て偏った⾒⽅）に取り組む必要があるの
ではないか？、「透明な排除」

“就労準備⽀援事業” VS “障害者就労⽀援横断化”

課題感を踏まえた、私の考え→「 」
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